
【事業内容】 次の１又は２のいずれかを実施する場合は３ポイント、いずれも実施する場合は６ポイントを配分
１ 地域の様々な次世代育成支援の取組を把握し、親の子育てを支援するコーディネーター的役割を果たす者の養成

（１）子育て中の親のニーズの多様化と支援の意義
（２）子育て支援に関わる各施設との連携のあり方
（３）リスクマネジメント（虐待対応（つなぎ）など）

などを中心として、コーディネーターとして必要な理解や知識などを得るための研修
２ 地域で行われる子育て支援事業に参画する者の養成

（１）地域における子育て支援の必要性への理解
（２）保育の理解と援助

などを中心として、子育て支援に関する基本的な理解や知識などを得るための研修を行う。
（事業例）

地域子育て支援拠点事業、一時預かり、などにおける中核的担い手を支えるスタッフ養成

次世代育成支援の人材養成事業（新規）

【趣旨等】
核家族化等により子育てに不安を持つ世帯の増加や地域・家族における子育て力の低下が認められること、また、新待機児童ゼロ作戦の展開、地域

子育て支援拠点事業や一時預かり事業等の法定化などを内容とした改正児童福祉法が成立したことに伴い、子育て支援サービスの充実を図っていく

必要がある中、地域力を活用した子育て支援の充実は重要であり、それを支える質の確保されたスタッフの養成研修を行う。
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